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果樹におけるカメムシ類の発生状況について 

  

 果樹カメムシ類（チャバネアオカメムシ、クサギカメムシ、ツヤアオカメムシ）

の発生が平年に比べて多くなっています。今後、果樹園へ移動し被害を及ぼす恐れ

があります。発生状況の把握に努めるとともに、適切な管理及び防除をお願いしま

す。 

１ 現在の発生状況 

１）出雲市の予察灯（100Ｗ水銀灯）における果樹カメムシ類（チャバネアオカ

メムシ（図１）、クサギカメムシ、ツヤアオカメムシ）の初誘殺は平年より

早い４月 18 日に認められ、５月までの累計誘殺数が 458 頭（平年 127.0 頭）

と平年に比べてやや多い（図２）。 

  ２）５月下旬におけるナシ・カキの巡回調査において、果樹カメムシ類による被

害を確認していない。 

 ３）中国地方１か月予報（５月 30 日～６月 29 日、広島地方気象台５月 28 日発

表）によると向こう１か月の気温は高い確率が 70％、降水量は少ない～平年

並みの確率が 70％と、本種の発生を抑制する要因とはならないと考えられる。 

 

図２ 果樹カメムシ類誘殺数（５月６半旬まで） 

１）山間地や山沿いの園ではカメムシ類の発生、加害が多いので特に注意する。 

２ 防除対策及び防除上の注意事項 

図１ チャバネアオカメムシ（成虫） 


